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テーマ：「組織構造・ガバナンス」　発表者：岡野・八丁・遠澤・新井
（１）発表について

我々は今回のテーマを扱うにあたって、「日本企業の組織構造の変化」を考察することを大枠にして議論を重ねた。そこで日本企業の組織構造の歴史的変遷を見るべく、戦前は明治時代からの財閥成立～解体までの流れを、戦後は高度経済成長期を経てバブル期・バブル崩壊期の経済の流れを確認することにした。

それをふまえたうえで日本企業的組織構造とはいかなるものであるのかを調べていくと、日本企業には企業が経済的な発展を遂げるために三つ組制度が根付いていることが解り、そのなかでも我々は日本に特徴的と思われる、企業の「安定的株式保有」に焦点を当て、近年の企業の移り変わりを捉えた。
そしてもう１つのテーマであるガバナンスでは、①伝統的モデル②洗練された株主価値モデル③ステークホルダーモデルという３つのモデルを各国の企業の状態と照らし合わせ、比較することで企業統治に関して日本に特有な点を洗い出し、さらに将来の企業の発展にはいかなる選択が望ましいのかを考察した。

（２）自習（ディスカッション）について

　　　テーマは上記に挙げた３つのコーポレートガバナンスモデルにおいて、現在日本企業は③ステークホルダーモデルが主流であるが、果たしてこの先どのモデルが理想的であるか、というものであった。
　　　実際の流れとしては日本企業のコーポレートガバナンスはアメリカの流れに合わせて②に傾いている部分もあるようだが、③が根強いようである。これはやはり１班が「日本人は和のこころを重視する」と括っていたように、日本企業組織の歴史的な流れとして、従業員や取引先といったステークホルダーと企業とは切っても切れない関係にあり、その利益も追求するのが当然であるという考えが根本にあるからではないかと考えられる。
　　　しかしその一方で、現在日本の企業は長期的な視野で自社の発展を図るという伝統的な慣行を捨て、短期的な視野で将来を見据える傾向にあるのも事実である。この点から考察すると、短期主義志向ではない③は今後適さないモデルであると言えなくもないかもしれない。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
